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令和５年度「青少年の非行・被害防止全国強調月間」取組結果 

都道府県名 青森県 青少年行政主管課（室）名 青少年・男女共同参画課 

最重点・重点課題 取組内容 備考 

最重点課題 

こどものイン

ターネット利

用におけるこ

どもの犯罪被

害等の防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○広報啓発 

・ラジオ番組を活用した広報（青森県青少年・男女共同参画課） 

・情報モラルマスコット・ポスター・ポケットティッシュ作成（青森県警察

本部生活安全企画課） 

・携帯電話販売店に対するフィルタリング利用促進協力依頼（青森県警察本 

部生活安全企画課） 

・クリアファイル作製（青森県少年警察ボランティア連絡協議会） 

インターネット利用時の７つの合い言葉「かつおのみそしる」を掲載した

クリアファイル 4,000 枚を作製 

（県内 17地区の少年警察ボランティアに配布し広報活動で活用予定） 

・ポスター・ティッシュ作成、フィルタリング利用促進協力依頼（青森県少

年警察ボランティア連絡協議会） 

・情報モラルマスコット・ポスター・ティッシュ作成（弘前地区） 

・携帯電話販売店に対するフィルタリング利用促進協力依頼（弘前地区） 

・小・中学校への協力依頼（青森市） 

小学校（42 校）・中学校（19 校）に対し青少年の非行・被害防止全国強

調月間の取組への協力依頼を行った。 

・保護者向け資料の配付（弘前市） 

弘前市教育委員会学校指導課主管の「情報モラル等啓発事業」の一環とし

て、昨年度実施した「児童生徒のインターネット利用に関するアンケート

調査」の調査結果を基に、保護者向け資料「子どもたちがインターネット

を安全に楽しく利用するために」を作成し、夏季休業前に弘前市内全小・

中学校の各家庭に配布した。 

・夏休み期間中の平日、防災無線放送にてネット犯罪等の防止について 

放送（横浜町）（横浜中学生による放送 7/24～8/23 までの平日） 

 

○会議・研修会等 

・「第１回青少年ネットセーフティ向上推進ワーキンググループ」の開催 

（青森県青少年・男女共同参画課） 

開催日：7/24 

内 容：行政、民間事業者、関係団体等からのメンバーによるワーキ

ンググループを設置し、情報交換や効果的な啓発内容の検討

等を行った。 

・令和５年度「高校生のネットセーフティ研修会」（青森県警察本部生活安 

全企画課） 

  開催日：7/24（むつ市）、7/26（五所川原市）、7/27（青森市） 

  対 象：少年非行防止ＪＵＭＰチーム（高校生）83 人 

      高校教諭 19人、少年警察ボランティア等５人  

  内 容：成年年齢引き下げにより、高校生を含む 18 歳が成人となる社

会背景を踏まえ、講演や演習を通じて、少年が当事者となり得

るインターネット利用に起因した犯罪被害・加害の未然防止と

社会人として身につけるべきネットリテラシーの醸成を図っ

た。 

・令和５年度「高校生のネットセーフティ研修会」（青森県警察本部生活安 

全企画課主催）への参加（青森県少年警察ボランティア連絡協議会） 

  開催日：7/24（むつ市）、7/26（五所川原市）、7/27（青森市） 

  参加者：少年警察ボランティア４人 

・青少年問題協議会総会の開催（八戸市） 

  開催日：7/3 

協議会委員と犯罪被害防止等について情報共有、協議を行った。 

 



 

2 

最重点課題 

こどものイン

ターネット利

用におけるこ

どもの犯罪被

害等の防止 

○保護者・青少年向けの防犯教室等 

・出前トーク「青少年のネットセーフティ向上ついて」（青少年・男女共同

参画課） 

  実施校：八戸工業大学第一高等学校 生徒約 220 名 

  開催日：6/14 

・情報モラル教室（青森県教育庁学校教育課） 

 【児童生徒対象】 

  外ヶ浜町立三 中学校、十和田市立東中学校、野辺地町立野辺地中学

校、三沢市立第五中学校、八戸市立第二中学校、平内町立平内中学校、

青森市立筒井中学校、青森県立大湊高校、青森県立盲学校、青森県立聾

学校、青森県立青森高校 

【保護者対象】 

五所川原市立市浦中学校 

・情報モラル教室（青森県警察本部生活安全企画課） 

警察職員が県内 33校を対象に講話を実施 

・鰺ヶ沢地区の中学校で開催されたネット・スマホ安全教室へ参加（青森県 

少年警察ボランティア連絡協議会） 

・情報モラル教室でのペアレンタルコントロールの説明（青森市） 

情報モラル教室を実施（児童生徒・保護者対象） 

 実施校：7/6 荒川中、7/12 造道中、7/13 新城中、7/14 浪打中、7/19 三内

中、7/19 橋本小 

・情報モラル教室（八戸市少年相談センター） 

開催日：7/12 情報モラル教室 

八戸市こども支援センターにおいて、インターネット利用に係る子供の 

犯罪被害等の防止についての講話を行った。 

・ネット情報モラル教室等（八戸市） 

ネット情報モラル支援事業を通じ、八戸市内の小学校１校、中学校５校に

対して講師を派遣し、ネット情報モラル教室を行った。 

・インターネット利用に係る子供の犯罪被害等の防止についての講話（十和 

田市） 

・十和田市立第一中学校（7/5） 

講師：十和田警察署生活安全課職員 

・十和田市立切田中学校（7/18） 

講師：合同会社浜と山と 蕨加奈子氏 

・学校巡回訪問（平川市） 

開催日: 7/4 場所: 平川市 

出席者: 青少年育成平川市民会議、河南地区保護司会、平川市職員 

     計 17 名 

内 容: 平川市内の小中高校を訪問し、子どものインターネットによるい

じめなどの情報交換を行った。 

 

○補導活動 

・ネットパトロール員による監視活動（青森市） 

SNS に不適切な投稿をしている者の把握に努め、特定された者に関しては

学校に情報提供し、指導を実施した。 

 

○実態調査 

・「児童生徒のインターネット利用に関するアンケート調査」の実施（弘前 

市） 

弘前市立小学校４～６年生及び中学校１～３年生を対象に、「児童生徒の

インターネット利用に関するアンケート調査」を実施した。アンケートの

分析結果については、今年度中に各学校へ情報提供をする。 
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重点課題１ 

有害環境への

適切な対応 

 

 

○会議・研修会等 

・令和５年度「少年指導委員研修会」の開催（青森県警察本部生活安全企画 

課） 

  開催日：7/2（八戸市）、7/6（青森市） 

対 象：少年指導委員 40人 

・令和５年度「少年指導委員研修会」（青森県警察本部生活安全企画課主

催）への参加（青森県少年警察ボランティア連絡協議会） 

  開催日：7/2 （八戸市）、7/6（青森市） 

  対 象：少年指導委員 40人 

○立入り・実態調査 

・図書類等収納自動販売機の立入調査（青森県青少年・男女共同参画課） 

・図書・DVD 販売箇所の巡回・点検（青森市） 

少年指導委員と共に、有害図書及び DVD の自動販売機設置個所の巡回・点

検を実施した。 

・レンタルビデオ店の巡回・点検（青森市） 

レンタルビデオ店のアダルトコーナー、性玩具の販売店を巡回・点検を実

施した。 

 

重点課題２ 

薬物乱用対策

の推進 

 

 

 

 

 

 

○広報啓発 

・県警 Twitter・Instagram・防犯アプリ・メルマガを活用した広報（青森

県警察本部生活安全企画課） 

 

〇保護者・青少年向けの防犯教室等 

・薬物乱用防止教室（青森県教育庁学校教育課） 

実施校：八戸市立第二中学校、平内町立平内中学校、青森市立筒井中学校 

・薬物乱用防止教室（青森県警察本部生活安全企画課） 

 警察職員が県内 22 校を対象に講話を実施 

・情報モラル教室において薬物乱用の危険性を指導【再掲】（青森市） 

情報モラル教育においてネットを利用しての薬物購入事例を紹介した。 

 

○その他 

・カラオケボックス等に対する協力依頼（青森市） 

市内に所在するカラオケボックス、ネットカフェ等に対して、少年の飲

酒・喫煙防止に関する協力依頼を実施した。 

 

重点課題３ 

不良行為及び

初 発 型 非 行

（犯罪）等の

防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○広報啓発 

・県庁舎への強調月間啓発看板の設置及びポスターの掲示（青森県青少年・ 
男女共同参画課） 

・少年非行防止広報ポスターの作製（青森県警察本部生活安全企画課） 

少年非行防止リトルＪＵＭＰチーム・ＪＵＭＰチームをモデルとしたポス

ターを 4,730 枚作製し、県内全ての小・中・高校及び関係機関に配布 

・その他広報啓発（青森県警察本部生活安全企画課） 

  ・県立中央病院サイネージ・ラジオ番組を活用した広報 

・県警防犯アプリ・メルマガ・広報紙を活用した広報 

・少年非行防止リトルＪＵＭＰチーム・ＪＵＭＰチームによる活動 

・非行防止七夕短冊飾り・万引き防止マスコット等作製  

・少年警察ボランティアとの非行・被害防止キャンペーン 

・小学校における「万引きしま宣言」の実施 

・各学校における朝の挨拶運動、環境美化活動 等 

・ポケットティッシュ作製（青森県少年警察ボランティア連絡協議会） 

 万引き防止や少年サポートセンターの相談電話等を掲載したポケットティ

ッシュ 18,000 個を作製。県内 17 地区の少年警察ボランティアに配布し広

報活動に活用。 

・その他広報啓発（青森県少年警察ボランティア連絡協議会） 

・少年非行防止ＪＵＭＰチームとの非行防止キャンペーン（県内各地区）  

・小学校における「万引きしま宣言」の実施（八戸地区） 
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重点課題３ 

不良行為及び

初 発 型 非 行

（犯罪）等の

防止 

・「あんぜん・あんしんおはなし会」の開催（弘前地区） 

・小学生１年生へ防犯クリアファイル贈呈（三沢地区） 

・万引き防止マスコット作製（青森・八戸・弘前地区） 

・非行防止広報グッズ作製（青森・弘前地区） 

・朝の挨拶運動（五所川原地区） 

・環境美化活動（青森地区） 

 

〇会議・研修会等 

・青少年問題協議会の開催（横浜町） 

 開催日 7／11 

 内 容 青少年の健全育成や非行防止、事件、事故、トラブルに巻き込ま

れないよう、各団体、関係機関、地域等で情報共有し、連携して

いけるよう、青少年問題協議会を開催 

 

 

〇保護者・青少年向けの防犯教室等 

・非行防止教室（青森県警察本部生活安全企画課） 

 警察職員が県内 17 校を対象に講話を実施 

・防犯教室による犯罪被害防止活動（青森市） 

防犯教室を実施した。 

開催日：7/14（北小学校）、7/19（古川中学校） 

 

○補導活動 

・県内各地区で、宵宮や花火大会等の巡回活動を実施した。（青森県少年警

察ボランティア連絡協議会） 

・宵宮等の特別巡回の実施（青森市） 

少年指導委員と共に宵宮等の巡回を実施し、非行防止活動を実施した。 

・児童生徒の見守りの強化（青森市） 

把握している児童生徒に関して学校から定期的に近況を吸い上げるなど、

きめ細かい指導及び見守りを実施した。 

・少年指導員による巡回指導の実施（八戸市少年相談センター） 

月間中、市内各地において八戸市少年指導員による巡回指導を実施し 

た。 

・特別巡回指導の実施（八戸市少年相談センター） 

7/6  三嶋神社祭りにおいて、特別巡回指導を実施した。 

 7/31 三社大祭において、特別巡回指導を実施した。 

・青少年の非行防止、青少年の健全育成を目的に、街頭巡回補導を実施。７

月は計４回実施した。（十和田市） 

重点課題４ 

再非行(犯罪)

の防止 

 

○広報啓発 

・少年サポートセンターの相談電話等を掲載したリーフレット及びカードを

作製し、県内全ての小・中・高校及び関係機関に配布（青森県警察本部生

活安全企画課） 

 

○補導活動 

・各小・中学校による非行防止の指導（青森市） 

各小・中学校に夏休み中の非行（万引き等）防止に係る指導依頼を実施し

た。 

 

○少年補導センター 設置数 ９施設 

 少年補導委員   人数  603 名 

 主な活動（内容） 街頭巡回活動及び少年補導活動 
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重点課題５ 

重大ないじめ ・暴力

行為等の問題

行動への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点課題５ 

重大ないじめ ・暴力

行為等の問題

行動への対応 

○広報啓発 

・少年サポートセンターの相談電話等を掲載したリーフレット及びカード 

を作製し、県内全ての小・中・高校及び関係機関に配布（青森県警察本部

生活安全企画課）【再掲】 

・7/4～6 に、平川市内の駅などにおいて早朝街頭指導「あいさつ運動」を

実施した。(平川市) 

 

〇会議・研修会等 

・令和５年度「高校生のネットセーフティ研修会」【再掲】（青森県警察本

部生活安全企画課） 

・令和５年度「高校生のネットセーフティ研修会」（青森県警察本部生活安

全企画課主催）への参加【再掲】（青森県少年警察ボランティア連絡協議

会） 

・いじめ防止部会での呼び掛け（青森市） 

開催日：7/6 

浪岡地区生徒指導・いじめ防止部会に出席し、各小・中学校にいじめ事案

の早期発見、迅速な対応を呼び掛けた。 

 

○保護者・青少年向けの防犯教室等 

・いじめ防止教室（青森県教育庁学校教育課） 

青森明の星短期大学 

・教諭及び保護者対象者のいじめ防止学習会（青森市） 

 開催日：7/10（篠田小学校） 

・いじめ問題等対話集会の実施（八戸市） 

 7/31 総合教育センターにおいて、いじめ問題等対話集会を実施した。 

 

○補導活動 

・SNS 等への不適切投稿の発見活動（青森市） 

ネットパトロール員による監視を行い、チャットによる不適切な投稿の発

見に努め、発見した情報は学校へ情報提供し、重大ないじめ事案に発展す

る前に児童生徒及び保護者に対し、指導した。 

 

○その他 

・少年相談の日の設定（青森市） 

7/28 を少年相談の日に設定し、「広報あおもり」（7/15 発行）による市

民への広報を行い、友達、しつけ及び親子関係等の相談を受け付けた。 

 

 

※1 青少年センターの具体的な名称は、青少年センターのほか、少年補導センター、青少年育成センター、

青少年指導センター、青少年補導センター、青少年相談センター、少年センターなど、地域の実情や主たる

活動内容に応じ様々。（こちらは項目に沿った記載をお願いします。） 

※各区分に重複する取組内容については、【再掲】と標記 

※特に、最重点課題については記載漏れがないように願います。 

※各項目は必須ではありません。各自治体の実情に応じて推進した取組結果を記載してください。 


